
学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

本学は、2015（平成 27）年に創始 145 年･学園創立 115 周年を迎える歴史と伝統を有して

おり、近代日本の代表的な国際人であり自由主義者でもあった西園寺公望が 1869（明治 2）

年に開いた家塾「立命館」を前身としている。学園の創立は、1900（明治 33）年であり、中

川小十郎は、西園寺公望の精神を受け継ぎ「自由にして清新」な学府、すなわち自由にして

進取の気風に富んだ学園の創造を目指し、これが「自由と清新」という本学の建学の精神と

して受け継がれている。戦後、本学は「平和と民主主義」を教学理念として掲げ、常に社会

と時代の要請に応えるために大学改革に積極的に取り組んできた。1948（昭和 23）年に学

校教育法による「立命館大学」（新制）として法学部、経済学部、文学部の 3 学部から出発

し、学部・学科や大学院研究科の設置・改組などを経て、現在は 13 学部（法学部、経済学

部、経営学部、産業社会学部、文学部、理工学部、情報理工学部、国際関係学部、政策科学

部、映像学部、生命科学部、薬学部、スポーツ健康科学部）、18 研究科（法学研究科、経済

学研究科、経営学研究科、社会学研究科、文学研究科、理工学研究科、情報理工学研究科、

国際関係研究科、政策科学研究科、応用人間科学研究科、先端総合学術研究科、言語教育情

報研究科、テクノロジー・マネジメント研究科、公務研究科、スポーツ健康科学研究科、映

像研究科、生命科学研究科、薬学研究科）、2専門職大学院（法務研究科、経営管理研究科）

で構成される。本学の在校生数は約 32,000 人、卒業生数は 300,000 人を超えている。 

本学の 2014（平成 26）年度の入学試験結果では、全学部の入学定員 7,017 名に対し志願

者が 90,298 名、志願倍率が 12.9 倍であった。過去 5 年間の全 13学部の志願者・合格者・

入学者数の推移（資料 1 立命館大学 13 学部の志願者・合格者・入学者数の推移）をみても、

本学においては 18 歳人口が減少している中でも非常に安定して受験者および入学者を確保

していることがわかる。 

私立大学の志願者動向に関して、文系 4系統（文・人文、社会・国際、法・政治、経済・

経営・商）のうち心理学系統が含まれる文・人文系は最も志願者が多く、2014（平成 26）年

度においては私立大学志願者数 3,044,253 名の約 20%にあたる 608,712 名が文・人文系を志

願している。私立大学志願者数は、2009（平成 21）年度から 2014（平成 26）年度の 5年間

で約 16%増加している中、文・人文系は 14%の増加を示しており、近年、「文低理高」の傾

向が続いている状況の中でも、入学者を順調に確保できる状況にあるといえる（資料 2 2014

年度入試結果 私立大学）。 

入学定員は教学的な観点や教員数から、他の私立大学の入学定員を参考にしつつ（資料 3 

他大学心理学部・学科 入学定員数）280 名とした。上記学外データに加え、後述するアン
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ケート調査等を分析することにより、総合心理学部については学生確保の見通しは十分に

立ち、かつ、社会的にも人材需要があることが判明しており、妥当な数字であると判断され

た。 

 

イ 定員充足の根拠となる調査結果の概要 

このたびの総合心理学部の新設に伴い、学生確保の見通しについて学外からデータを収

集するとともに、以下 2種のアンケート調査を実施して分析を行った（資料 4 立命館大学

「総合心理学部」新設に係るニーズアセスメント調査（高校生アンケート調査）報告書）。 

 

1）立命館大学附属高等学校 4校において、2016（平成 28）年度に大学へ進学する予定

の高校 2年生（2016（平成 28 年）年 3 月卒業予定）の生徒を対象としたアンケート

（以下 附属高校向けアンケートという） 

調査対象：立命館高等学校、立命館宇治高等学校、立命館慶祥高等学校、 

立命館守山高等学校 

実施人数：1,090 人（有効回答数） 

調査方法：立命館大学の附属高校 4 校に高校生アンケート用紙を必要部数送付し、

各校の教職員から調査対象者（高校 2 年生）にアンケート用紙を配布の

上、10分程度の回答時間を設け、その場で回収した。 

調査期間：2014（平成 26）年 11 月～12 月 

 

2）立命館大学附属高等学校以外の高等学校において 2016（平成 28）年度の大学入試を

受験する可能性が最も高い高校 2 年生（2016（平成 28）年 3 月卒業予定）の生徒を

対象としたアンケート（以下 一般高校向けアンケートという） 

調査対象：立命館大学への志願者が多い、全国の実績校（附属高等学校を除く）に

アンケート調査の実施依頼を行い、最終的な実施期日（2014（平成 26）

年 12 月 19 日）までに協力を得た 20府県の 87校 

実施人数：10,544 人（有効回答数） 

調査方法：アンケート実施の了承が得られた高校に高校生アンケート用紙を必要

部数送付し、各校の教職員から調査対象者（高校 2 年生）にアンケート

用紙を配布の上、10分程度の回答時間を設け、郵送により回収した。 

調査期間：2014（平成 26）年 11 月～12 月 

 

定員充足の見込みを検討するにあたり実施した附属高校向けアンケートでは、附属高校

卒業後の進路としては 1,075 人（98.6%）が「大学」と回答していた。興味のある学問分野

として 294 人（全体の 27.0%）が「心理学」と回答しており、最も多かった「経済・経営・

商学」297 人（同 27.2%）とは僅差であった。附属高校生の 4人に 1 人が心理学に興味を持
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っていることがわかる。 

立命館大学が設置を予定する「総合心理学部」の概要を示したうえで、進学意欲について

回答を求めたところ、191 人（全体の 17.5%）が「進学したい」と回答した。「進学したく

ない」と回答した 865 人にその理由について回答を求めたところ、「心理学に興味がある

が、海外の大学への進学を強く希望しているから（62人）」、「心理学に興味があるが、国

公立大学への進学を強く希望しているから（62人）」「心理学に興味があるが、他の私立大

学への進学を強く希望しているから（46人）」、「心理学に興味があるが、新たに設置され

る学部への進学は不安だから（10人）」という回答が示された（いずれも複数回答の結果）。

これらの附属高校生は心理学に興味は示していることから、今後の広報活動を通じて立命

館大学総合心理学部への進学希望者になりえる層と推察される。 

一般高校向けアンケートでは、高校卒業後の進路としては 10,008 人（94.9%）が「大学」

と回答していた。興味のある学問分野として 2,415 人（全体の 22.9%）が「心理学」と回答

しており、最も多かった「経済・経営・商学」2,645 人（同 25.1%）に次いで多かった。高

校生の 5 人に 1 人が心理学に興味を持っていることがわかる。 

立命館大学が設置を予定する「総合心理学部」の概要を示したうえで、受験意欲・進学意

欲について回答を求めたところ、1,083 人（全体の 10.3%）が「受験したい」と回答した。

さらに、「受験したい」と回答した 1,083 人に合格した場合の入学意欲について回答を求め

たところ、「入学したい」と回答した高校生は 485 人、「併願大学の結果によっては入学し

たい」と回答した高校生は 592 人いた。「入学したい」と回答した高校生のみでも立命館大

学総合心理学部が予定する定員 280 名の 1.7 倍、「入学したい」「併願大学の結果によって

は入学したい」の合計では 1,077 人で入学定員の 3.8 倍であった。総合心理学部を「受験し

ない」と回答した 8,950 人に、その理由について回答を求めたところ、「心理学に興味があ

るが、国公立大学への進学を強く希望しているから（1,179 人）」「心理学に興味があるが、

他の私立大学への進学を強く希望しているから（647 人）」、「心理学に興味があるが、新

たに設置される学部への進学は不安だから（282 人）」という回答が示された（いずれも複

数回答の結果）。これらの高校生は心理学に興味は示していることから、今後の広報・募集

活動を通じて立命館大学総合心理学部の志願者になりえる層と推察される。 

今回実施した各アンケートの結果、他大学の受験結果等と関係なく、総合心理学部への入

学・進学意欲を示すものは合計 676 人いた。これらの回答者のみで立命館大学の総合心理学

部が予定する入学定員 280 人の 2.4 倍、「併願大学の結果によっては入学したい」の回答と

の合計では 1,268 人で入学定員の 4.5 倍であった。以上のアンケート調査より、立命館大学

総合心理学部を目指す受験生の需要は十分にあることが確認され、設定した入学定員 280 名

は妥当であると判断した。 

 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

新たに設置する学部・学科等の学生納付金を設定する際、本学では、学生納付金や補助金、
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手数料等の収入で、当該部門における教育・研究活動に必要となる人件費および経常的な経

費を賄い、完成年度以降において消費収支が均衡の見通しが持てることを原則としている。 

今次設置する総合心理学部は、既存の文学部心理学専攻の教員からの移籍および新規任

用により 30 人（専任換算枠）の教員体制を整備し、また多くの実験実習科目を必修として

1 年次から 4 年次まで配置したカリキュラムを編成することとしている。他の私立大学心理

系学部の学生納付金（資料 5 私立大学心理系学部等他大学学費）を参照しつつ、これらの

教員体制整備に伴う人件費および実習費等の経常経費を織り込んだ収支見通しを勘案して、

総合心理学部の初年度学生納付金は、入学金 300 千円および授業料 1,006 千円とする。 

 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 

社会全般および高校生に対して、本学総合心理学部の認知度向上を図るべく、各種広報活動

を展開し、学生確保に努めている。具体的な活動としては、総合心理学部の特色、教学内容、

教員等について掲載した大学案内パンフレットを作成し、オープンキャンパスや高校訪問、模

擬授業等の機会も利用しながら、約 20 万部を配布している。今後は学部パンフレット（資料

6 立命館大学総合心理学部パンフレット）を高等学校、塾・予備校へ送付するとともに、全国

の高等学校の進路指導教員を訪問し総合心理学部の教育理念や人材育成目的等について説明

する予定である。本学ホームページにも総合心理学部の情報を掲載しており、パンフレットは

ダウンロードも可能である。2015（平成 27）年度からの大阪いばらきキャンパス開設事業へ

の参加も計画されており、高校生や社会、企業に対する広報活動の準備も整えつつある。 

各附属高校との懇談会、高校内ガイダンスも積極的に実施し、大学情報誌や広告代理店等が

企画する入試相談会にも多数参加して受験生へ直接説明する機会を設けている。2014（平成 26）

年度は夏期休暇期間中に 2 日間実施されたオープンキャンパスにおいて総合心理学部のカリ

キュラムや人材育成像等について詳細な説明を行っており、引き続き 2015（平成 27）年度に

も実施することで志願者の開拓を図る。 

なお、各種広報活動に関しては、「2015（平成 27）年設置届出予定」である旨明示してお

り、内容は予定であり変更する可能性については周知徹底した広報を行っている。 

 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

今日、家庭、学校、企業、地域生活、国際交流など、人間が生きるさまざまの場面が相互に

連関し、社会的課題が重層化するなかで、心と行動の科学的解明と人間の総合的かつ現実的な

理解に基づいた対応が広く要請されつつあり、高等教育と研究機関がこうした要請に積極的

に応えることが求められている。「人間」にかかわる諸科学の中でも特に心理学は、人間の心

と行動を探求することによって、人類の知的課題に貢献するとともに、人間の総合的・現実的

探究にかかわる隣接諸科学と連携して、教育・研究。福祉・医療、行政、一般企業、国際活動

などの分野において、現代の複雑な社会的課題の実践的解決に貢献することができる。 
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社会と個人とのつながりの複雑さに対応して、必要とされる人材像も変化しており、「心と

行動」を軸とした人間についての総合的・科学的知見を有した人材の育成がますます重要視さ

れている。教育、福祉、行政などの分野で専門職人材にとどまらず、一般企業や国際活動にお

いても、創造的な組織構築に向けて人事マネジメントや組織行動の改善などを企画・実行でき

るような人間の心と行動の分析に精通した人材が求められている。また、心理学の知見を、職

場などでの人間関係の改善や、商品とサービスの開発・販売に応用できる人材も広く求められ

ている。 

本学における総合心理学部の設置は、心理学を軸とした人間の総合的な理解を有する人材

への社会的要請に応えることによって、本学の高等教育機関としての新たな発展を図ること

を目的としている。本学部の教育は、人間の心と行動の過程を探求し、人間の総合的・現実的

探究にかかわる諸隣接科学と連携して、現代の複雑な社会的課題の解決に貢献することを使

命としている。 

総合心理学部では、教育・研究、福祉・医療、行政、企業、国際活動などの分野において、

複雑な課題の解決に貢献できる能動的な構成員に求められる次の基礎力を備えている人材を

養成する。 

1)心理学の諸分野の基礎知識にもとづいて、人間の心と行動を科学的に探求し思考する

ことができる人。 

2)幅広い教養にもとづいて、心理学的知見を他の分野の知見と関係づけて、人間を総合

的・多面的に理解し関わることができる人。 

3）人間と人間関係について多面的な関心もち、個性と多様性を尊重しつつ他者と協働し、

問題解決に貢献することができる人。 

4)日本語と外国語の基本的なコミュニケーション能力をもち、情報やデータを加工し分

析する基礎的能力を身につけ、自らの見解を論理的に主張することができる人。 

5)大学で修得した成果に基づいて、職業人や市民として社会に貢献しようとする倫理観

と、学び続けようとする意欲を身につけている人。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

総合心理学部の新設に伴い、人材需要の動向など社会的、地域的なニーズを明らかにするた

めに、外部機関による以下のアンケート調査を実施して中立的、客観的なデータを収集し、分

析を行った（資料 7 新設学部に関するアンケート調査 定量アンケート調査結果 案件名：総

合心理学部確保の見通し等に関する調査業務（人材需要の見通し））。 

 

調査対象： 

1)文学部心理学専攻卒業生の就職実績がある企業：28社（28社のうち、2）の条件にあ

てはまる企業が 21 社 

2)従業員数 2名以上の売上高上位企業（全国）2,372 社 
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3)一般病院（大阪府、京都府、滋賀県大津市・草津市、兵庫県）：600 施設 

有効回答数：357 件 （発送件数 3,000 件、回収率：11.9％） 

調査方法：企業・機関人事部宛に、学部の概要、教学理念等をまとめたパンフレットを同

梱した調査票を郵送。パンフレットに回答者が目を通した後に回答し、同封の

返信用封筒にて返信。（回答謝礼および督促ハガキの実施はなし） 

調査期間：2014（平成 26）年 11 月 20 日～2014（平成 26）年 12月 15 日 

調査結果：採用意向度に関して、「総合心理学部で学んだ学生を採用したいと思うか」と

いう設問に対し、有効回答 357 件中 324 件が、「積極的に採用したい」または

「採用を検討はしたい」という採用意向がある旨の回答をした。よって、採用

意向度は無回答 21 件を除く回答企業数の 96.4％と非常に高い。また、医療・

福祉に属する企業・機関からの回答 29 件中 21 件、72.4％が採用意向を示し

た。製造業や流通業、金融業といった業種の民間企業に留まらず、全国で 8,600

施設を超える病院（厚生労働省平成 24 年度「病院機能別 制度別 医療費等の

状況」より）、さらに大小様々な規模の医療機関などでの採用が期待できる。 

 

学部名称が『総合』心理学部であることについての説明（学部の特色）について、その魅力

度（「魅力を感じる」+「やや魅力を感じる」の計）は、89.6％と高かった。総合心理学部が

押しだしている 6つの特色について、「理解度」「魅力度」「重要度」をそれぞれ尋ねたとこ

ろ、「魅力度」「重要度」の 2項目において【B.問題解決型学習（PBL 方式）など多様なアク

ティブラーニング】と【C.グローバルに活躍するための「プロジェクト発信型英語プログラム」】

が上位となった。さらに総合心理学部が養成する 5つの人材像のうち、「魅力度」が最も高か

った項目は【C.個性と多様性を尊重しつつ他者と協働し、問題解決に貢献ができる】となり、

魅力度（「魅力を感じる」+「やや魅力を感じる」の得票率の計）は 96.9％と非常に高かった。

「魅力を感じる」だけに限定しても、66.4％と 3人に 2人という高い割合で評価された。これ

は先の学部特色設問における「問題解決能力」に対する「魅力度」「重要度」の高さと一致し

ている。また、【C】は「このような人材の採用に関し、『採用意向を促進させるか』」との

設問でも 63.3％が「促進させる」と回答し、項目内で 1 番高い得票率を得ている。次いで、

【E.社会に貢献しようとする倫理観や学び続ける意欲がある】、【D.自らの見解を論理的に主

張することができる】が僅差で続いた。立命館大学総合心理学部が独自に打ち出している特色

が多くの企業にとって魅力的であり、本学部が育成する人材像は社会のニーズに応えるもの

であると判断できる。 

卒業受験資格に関して、「認定心理士」「産業カウンセラー」（受験資格）の取得、「公認

心理師（仮称）」への対応の検討は、採用意向を促進させるかという質問に対し、「促進させ

る」は、7.0％、「促進度」（「促進させる」+「やや促進させる」の計）は 37.0％である一方、

回答者を医療および福祉企業・機関 29 社に限定すると、「促進度」は 55.1％まで上昇する。

資格取得に対する魅力度、採用意向促進度は、医療、福祉企業・機関にとってより魅力度が高

6



いといえるだろう。 

さらに、本学文学部心理学専攻（2011（平成 23）年度～2014（平成 26）年度）における学

生の卒業後の進路について概観すると、総計 864 名中、民間企業への就職 394 名、公務員 24

名、教員 14 名、進学 102 名、その他 154 名であった（無回答 176 名を除く）。民間企業の内

訳は、卸売業、製造業、サービス業、マスコミ等多岐にわたる（資料 8 文学部心理学専攻（2011

年度～2014 年度）進路就職先）。このことは、心理学を学ぶ中で培われる知識、人間に関する

総合的・多面的な理解、実証的態度や分析的視点、またコミュニケーション能力が、さまざま

な業種・職種において生かされることを示している。大学院への進学によってさらに専門性を

高めたり、心理関係の職業資格を取得することによって社会・地域貢献を目指す学生もいる。 

以上、企業アンケートおよび卒業生の進路調査の結果から、新設される総合心理学部のカリ

キュラムとそれに基づく人材育成目的は、一般企業や医療、福祉企業・機関から高い支持を得

ており、心理学を専攻した学生の進路は専門職にとどまらず、メーカー、金融、サービス業等、

多岐にわたる業種からの期待を受け採用されていることが明らかとなった。 

したがって、近畿地方の中心部に位置する大阪いばらきキャンパスに総合心理学部を設置

し、関西一円の各業界で活躍できる人材を多く輩出することは、地域的、社会的にも大きく貢

献する結果となると予想できる。 

 

以上 
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＜資料1　立命館大学13学部の志願者・合格者・入学者数の推移＞

学部名 　2010（平成22）年度 　2011（平成23）年度 　2012（平成24）年度 　2013（平成25）年度 　2014（平成26）年度

志願者 7,496 6,607 6,800 7,058 6,927
合格者 2,893 2,789 3,065 3,160 3,625

入学者(A) 873 836 842 815 1,014
入学定員(B) 790 790 790 790 790

A/B 1.11 1.06 1.07 1.03 1.28
志願者 9,612 8,168 8,785 7,732 7,827
合格者 3,610 3,698 3,920 3,572 3,850

入学者(A) 762 789 763 752 855
入学定員(B) 735 735 735 735 735

A/B 1.04 1.07 1.04 1.02 1.16
志願者 7,702 6,076 8,131 7,103 8,666
合格者 2,125 2,162 2,415 2,569 3,007

入学者(A) 825 808 789 815 873
入学定員(B) 760 760 760 760 760

A/B 1.09 1.06 1.04 1.07 1.15
志願者 9,873 8,296 10,163 9,818 10,646
合格者 2,598 2,690 2,700 2,708 2,857

入学者(A) 939 992 977 972 969
入学定員(B) 900 900 900 900 900

A/B 1.04 1.10 1.09 1.08 1.08
志願者 11,652 10,353 11,914 11,253 11,836
合格者 3,727 3,515 3,744 3,737 4,393

入学者(A) 1,268 1,202 1,198 1,156 1,172
入学定員(B) 1,102 1,102 1,105 1,105 1,105

A/B 1.15 1.09 1.08 1.05 1.06
志願者 14,979 16,005 17,230 17,758 19,160
合格者 6,733 7,002 6,720 6,292 7,037

入学者(A) 959 1,063 957 880 936
入学定員(B) 892 892 872 872 872

A/B 1.08 1.19 1.10 1.01 1.07
志願者 3,191 3,479 3,585 2,615 2,867
合格者 958 968 891 918 945

入学者(A) 328 359 309 349 295
入学定員(B) 302 282 302 305 305

A/B 1.09 1.27 1.02 1.14 0.97　*
志願者 2,813 3,635 3,686 3,611 3,600
合格者 1,072 1,225 1,217 1,306 1,296

入学者(A) 390 386 376 398 377
入学定員(B) 360 360 360 360 360

A/B 1.08 1.07 1.04 1.11 1.05　*
志願者 4,285 4,219 5,252 5,359 5,308
合格者 1,738 1,915 1,917 1,916 1,951

入学者(A) 450 510 472 446 458
入学定員(B) 440 440 440 440 440

A/B 1.02 1.16 1.07 1.01 1.04
志願者 1,653 1,350 1,584 1,309 1,459
合格者 327 368 380 380 419

入学者(A) 150 152 167 166 164
入学定員(B) 150 150 150 150 150

A/B 1.00 1.01 1.11 1.11 1.09
志願者 1,509 2,117 2,235 2,430 2,191
合格者 714 689 644 581 653

入学者(A) 142 111 101 108 99
入学定員(B) 100 100 100 100 100

A/B 1.42 1.11 1.01 1.08 0.99
志願者 6,606 6,783 7,375 7,669 7,243
合格者 2,432 2,485 2,510 2,272 2,497

入学者(A) 298 315 313 299 311
入学定員(B) 280 280 280 280 280

A/B 1.06 1.13 1.12 1.07 1.11
志願者 2,027 2,645 2,203 2,607 2,568
合格者 454 564 607 663 710

入学者(A) 229 247 218 224 236
入学定員(B) 220 220 220 220 220

A/B 1.04 1.12 0.99 1.02 1.07
志願者 83,398 79,733 88,943 86,322 90,298
合格者 29,381 30,070 30,730 30,074 33,240

入学者(A) 7,613 7,770 7,482 7,380 7,759
入学定員(B) 7,031 7,031 7,014 7,017 7,017

A/B 1.08 1.11 1.07 1.05 1.11　*

*　5月1日を基準日とするため、以下の入学者数比率には「2014年9月入学者」数は含まれていない。
　　（1）国際関係学部合計
　　（2）政策科学部合計
　　（3）大学合計

理工学部

法学部

経済学部

経営学部

産業社会学部

文学部

スポーツ健康科学部

大学合計

国際関係学部

政策科学部

情報理工学部

映像学部

薬学部

生命科学部
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      11,024

9



    104,140

    10,200

10



    120,201

    120,101

    24,424

      40,140

11



＜資料3　他大学心理学部・学科　入学定員数＞

大学名 学部・学科 入学定員

臨床心理学部臨床心理学科 120

臨床心理学部教育福祉心理学科こども教育心理専攻 45

臨床心理学部教育福祉心理学科保育福祉心理専攻 28

心理学部心理学科 150

文学部心理学科 65

佛教大学 教育学部臨床心理学科 60

龍谷大学 文学部臨床心理学科 69

追手門学院大学 心理学部心理学科 200

関西大学 社会学部心理学専攻 198

近畿大学 総合社会学部心理系専攻 120

関西学院大学 文学部総合心理科学科 175

甲南女子大学 人間科学部心理学科 78

神戸女学院大学 人間科学部心理・行動科学科 69

愛知大学 文学部人文社会学科心理学コース 100

中京大学 心理学部心理学科 165

南山大学 人文学部心理人間学科 110

京都文教大学

同志社大学
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＜資料5　私立大学心理系学部等他大学学費＞

＜主な私立大学＞ 　（※は2015年度、それ以外は2014年度学費） （円）

大学　 学部 学科等 入学金 授業料等 初年度合計

青山学院大学 教育人間科学部 心理学科 200,000 1,105,500 1,305,500 ※

学習院大学 文学部 心理学科 200,000 1,113,800 1,313,800

上智大学 総合人間科学部 心理学科 270,000 1,003,450 1,237,450 ※

法政大学 現代福祉学部 臨床心理学科 180,000 1,078,000 1,258,000

文学部 心理学科 180,000 1,078,000 1,258,000

明治大学 文学部 心理社会学科 200,000 1,047,900 1,247,900 ※

立教大学 現代心理学部 心理学科 200,000 1,136,500 1,336,500 ※

早稲田大学 文学部 文学科（心理学コース） 200,000 1,075,000 1,275,000 ※

教育学部 教育心理学専修 200,000 1,062,620 1,262,620 ※

愛知大学 文学部 人文社会学科（心理学専攻） 200,000 931,800 1,131,800 ※

中京大学 心理学部 心理学科 200,000 1,125,100 1,325,100

南山大学 人文学部 心理人間学科 300,000 952,300 1,252,300 ※

同志社大学 心理学部 心理学科 280,000 991,000 1,271,000 ※

龍谷大学 文学部 臨床心理学科 200,000 814,000 1,014,000 ※

関西大学 社会学部 心理学専攻 260,000 877,000 1,137,000 ※

文学部 総合人文学科（心理学専修） 260,000 877,000 1,137,000 ※

関西学院大学 文学部 総合心理科学科 300,000 848,000 1,148,000 ※

追手門学院大学 心理学部 心理学科 260,000 947,000 1,207,000 ※

近畿大学 総合社会学部 心理系専攻 250,000 1,066,500 1,317,500 ※

京都文教大学 臨床心理学部 臨床心理学科 180,000 1,230,660 1,410,660

臨床心理学部
教育福祉心理学科（こども教育心
理専攻・保育福祉心理専攻）

180,000 1,231,300 1,411,300

甲南女子大学 人間科学部 心理学科 300,000 1,060,000 1,360,000 ※

神戸女学院大学 人間科学部 心理・行動科学科 200,000 1,327,800 1,527,800 ※
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＜資料8　文学部心理学専攻（2011年度～2014年度）進路就職先＞

進路 人数

就職(民間) 394

就職(公務員) 24

就職(教員) 14

進学 102

その他 154

不明 176

合計 864

就職（民間）内訳

業種 人数

卸売業，小売業 82

製造業 63

金融業，保険業 60

情報通信業 39

医療・福祉 22

サービス業（他に分類されないもの） 20

教育・学習支援業 20

学術研究，専門・技術サービス業 18

生活関連サービス業，娯楽業 18

建設業 16

不動産業，物品賃貸業 14

運輸業，郵便業 13

宿泊業，飲食サービス業 4

複合サービス事業 4

分類不能の産業 1

合計 394
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長

ﾖｼﾀﾞ    ﾐｷｵ

吉田　美喜夫
＜平成27年1月＞

博士
（法学）

学校法人立命館総長
立命館大学学長
（平成27年1月）

現　職
（就任年月）

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）

1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｵｶﾓﾄ(ﾖｸﾀﾞ) ﾅｵｺ

岡本(與久田)直子
＜平成28年4月＞

博士
（教育学）

リテラシー入門
芸術療法論
臨床心理学概論※
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
心理アセスメント実習Ⅰ
心理アセスメント実習Ⅱ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
3後
2前
3前
3後
2後
3前
3後
4前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成19年4月）

5日

2 専 教授
ｶﾐｼﾏ(ﾏｻｷ) ﾕｳｺ
神島(眞崎)裕子
＜平成28年4月＞

博士
（学術）

リテラシー入門
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
人間観の探求
政治と人間
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
3前
3後
1後
2前
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

中央大学
商学部
准教授
（平成22年4月）

5日

3 専 教授
ｶﾜﾉ ｹﾝｼﾞ
川野 健治

＜平成28年4月＞

博士
(人間科学)

リテラシー入門
コミュニティ心理学
心理調査法概論
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2前
2前
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

独立行政法人 国立精
神・神経医療研究セ
ンター精神保健研究
所
自殺予防総合対策セ
ンター室長
（平成18年10月）

5日

4 専 教授
ｷﾀｵｶ ｱｷﾖｼ
北岡 明佳

＜平成28年4月＞
教育学博士

リテラシー入門
知覚心理学
心理学概論※
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2後
1前
3前
3後
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成13年4月）

5日

5 専 教授
ｻｲﾄｳ ｾｲｼﾞ
齋藤 清二

＜平成28年4月＞
医学博士

臨床心理学概論※
心理学のための生理学
医学総論

2前
3後
3前

2
2
2

1
1
1

立命館大学
特別招聘教授
（平成27年4月）

4日

職位
現 職

（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額
基本給
（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等

保有
学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分

配当
年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）
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職位
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別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額
基本給
（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等

保有
学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分

配当
年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

6 専
教授
(学部
長)

ｻﾄｳ ﾀｶｵ
佐藤 隆夫

＜平成28年4月＞

Ph.D. in
Experimen-

tal
Psychology
（米国)

リテラシー入門
認知情報論
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
3前
3前
3後
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

東京大学大学院
人文社会系研究科
教授
（平成7年5月）

5日

7 専 教授

ｻﾄｳ ﾀﾂﾔ
サトウ タツヤ
（佐藤 達哉）

＜平成28年4月＞

博士
（文学）

リテラシー入門
社会の中の心理学
文化心理学
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究
国内フィールドスタディ
国内フィールドスタディ

1前
1後
3前
3前
3後
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2・3・4後集中

2・3・4後集中

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成13年4月）

5日

8 専 教授
ﾀｶﾊｼ ｷﾖｼ
髙橋 潔

＜平成29年4月＞

Industrial
Relations

Ph.D.
（米国）

プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
組織と人間
組織行動論
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

3前
3後
2後
3前
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

神戸大学大学院
経営学研究科
教授
（平成16年4月）

5日

9 専 教授
ﾀﾆ ｼﾝｼﾞ
谷 晋二

＜平成28年4月＞

博士
(心身障害

学)

リテラシー入門
応用行動分析学
障がい児（者）心理学
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
心理アセスメント実習Ⅰ
心理アセスメント実習Ⅱ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究
海外フィールドスタディ
海外フィールドスタディ

1前
2後
3前
3前
3後
2後
3前
3後
4前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2・3・4後集中

2・3・4後集中

2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成22年10月）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現 職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額
基本給
（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等

保有
学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分

配当
年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

10 専 教授
ﾂﾁﾀﾞ ﾉﾘｱｷ
土田 宣明

＜平成28年4月＞

博士
（人間科

学）

リテラシー入門
発達心理学概論
中高年心理学
発達・支援特殊講義
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
1後
2後

3・4後
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成元年5月）

5日

11 専 教授
ﾅｶ ﾏｷｺ

仲 真紀子
＜平成29年4月＞

学術博士

児童心理学
言語発達論
総合心理学入門※
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

2後
3前
1前
3前
3後
2前
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

北海道大学大学院
文学研究科
教授
（平成15年10月）

5日

12 専 教授
ﾅｶﾞｲ ﾏｻﾖｼ
永井 聖剛

＜平成28年4月＞

博士
（心理学）

リテラシー入門
生理心理学
応用認知心理学
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2前
3前
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

愛知淑徳大学
人間情報学部
准教授
（平成26年4月）

5日

13 専 教授
ﾊｯﾄﾘ ﾏｻｼ
服部 雅史

＜平成28年4月＞

博士
（文学）

リテラシー入門
認知心理学概論
思考心理学
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
1後
2前
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成9年4月）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現 職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額
基本給
（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等

保有
学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分

配当
年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

14 専 教授
ﾋﾛｲ ﾘｮｳｲﾁ
廣井 亮一

＜平成28年4月＞

博士
（学術）

リテラシー入門
発達臨床心理学
家族療法論
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
心理アセスメント実習Ⅰ
心理アセスメント実習Ⅱ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2後
3前
3前
3後
2後
3前
3後
4前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成20年4月）

5日

15 専 教授
ﾎｼﾉ ﾕｳｼﾞ
星野 祐司

＜平成28年4月＞

博士
（心理学）

リテラシー入門
プログラミング入門
学習・記憶心理学
心理学統計法
心理学研究法Ⅰ
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2・3・4前

2後
1後
2前
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成7年4月）

5日

16 専 教授
ﾓﾘｵｶ ﾏｻﾖｼ
森岡 正芳

＜平成28年4月＞

博士
（教育学）

リテラシー入門
発達心理学概論
学校カウンセリング論
ナラティブ療法論
総合心理学入門※
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
心理アセスメント実習Ⅰ
心理アセスメント実習Ⅱ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
1後
3後
3前
1前
3前
3後
1後
2前
2後
3前
3後
4前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

神戸大学大学院
人間発達環境学
研究科
教授
（平成19年4月）

5日

17 専 教授
ﾔｷﾞ ﾔｽｷ

八木 保樹
＜平成28年4月＞

博士
（心理学）

リテラシー入門
実験社会心理学
パーソナリティ心理学
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2前
3前
3前
3後
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成4年4月）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現 職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額
基本給
（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等

保有
学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分

配当
年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

18 専 教授
ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾛｷ
山本 博樹

＜平成28年4月＞

博士
（学術）

リテラシー入門
発達心理学概論
教育実践心理学
発達・支援特殊講義
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
1後
2前

3・4後
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成22年4月）

5日

19 専 准教授
ｳﾂﾉﾐﾔ ﾋﾛｼ
宇都宮 博

＜平成28年4月＞

博士
（教育学）

リテラシー入門
青年心理学
心理学研究法Ⅱ
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2前
2後
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
准教授
（平成18年4月）

5日

20 専 准教授
ｵｵｲｼ ﾋﾛｱｷ
大石 衡聴

＜平成28年4月＞

博士
（文学）

英語P1
英語P2
英語P3
英語P4
英語S1
英語S2
英語S3
英語S4
専門英語（心理学）Ⅰ
専門英語（心理学）Ⅱ

1前
1後
2前
2後
1前
1後
2前
2後
3前
3後

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
スポーツ健康科学部
准教授
（平成26年4月）

5日

21 専 准教授
ｻﾜﾉ ﾐﾁｺ

澤野 美智子
＜平成29年4月＞

博士
（学術）

プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
家族と人間
現代家族論
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

3前
3後
2後
3前
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

国立民族学博物館
外来研究員
（平成26年6月）

5日

22 専 准教授
ﾀｶﾏﾂ ﾘｴ

髙松 里江
＜平成28年4月＞

博士
（人間科

学）

リテラシー入門
ジェンダー心理学
キャリア形成論
心理学データ解析法
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
3前
3後
3前
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

大阪大学大学院
人間科学研究科
助教
（平成25年4月）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現 職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額
基本給
（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等

保有
学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分

配当
年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

23 専 准教授
ﾄｳ ﾕｷ
竇 雪

＜平成28年4月＞

Ph.D. in
Mass

Communica-
tions

（米国）

リテラシー入門
メディア心理学
コミュニケーション心理学

総合心理学入門※
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2後
3後
1前
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

慶應義塾大学
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
研究所
講師
（平成25年4月）

5日

24 専 准教授
ﾅｶｼｶ ﾅｵｷ
中鹿 直樹

＜平成28年4月＞

修士
（文学）※

リテラシー入門
プログラミング入門
行動分析学
認知・行動特殊講義
心理学統計法
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2・3・4前

2前
3・4後
1後
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
准教授
（平成26年4月）

5日

25 専 准教授
ﾊﾔｼ ﾕｳｺﾞ
林 勇吾

＜平成28年4月＞

博士
（情報科

学）

リテラシー入門
プログラミング入門
認知科学
総合心理学入門※
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2・3・4前

2後
1前
3前
3後
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
准教授
（平成26年4月）

5日

26 専 准教授
ﾐﾀﾑﾗ ﾀｶｼ
三田村 仰

＜平成28年4月＞

博士
（心理学）

リテラシー入門
認知行動療法論
認知・行動特殊講義
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
心理アセスメント実習Ⅰ
心理アセスメント実習Ⅱ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
3後

3・4後
3前
3後
1後
2前
2後
3前
3後
4前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

関西福祉科学大学
社会福祉学部
講師
（平成26年4月）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現 職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）
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年齢
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（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等
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学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分

配当
年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

27 専 准教授
ﾓﾘ ﾄﾓﾊﾙ
森 知晴

＜平成29年4月＞

博士
（経済学）

プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
経済と人間
行動経済論
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

3前
3後
2前
3後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

関西大学
ソシオネットワーク
戦略研究機構
研究員
（平成26年10月）

5日

28 専 准教授
ﾔｽﾀﾞ ﾕｳｺ
安田 裕子

＜平成28年4月＞

博士
（教育学）

リテラシー入門
臨床社会心理学
健康心理学
心理学研究法Ⅲ
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
心理アセスメント実習Ⅰ
心理アセスメント実習Ⅱ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ
臨床・実践ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2前
3前
2後
3前
3後
2後
3前
3後
4前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
准教授
（平成26年4月）

5日

29 専 准教授
ﾔﾄｳ ﾕｳｺ

矢藤 優子
＜平成28年4月＞

博士
（人間科

学）

リテラシー入門
乳幼児心理学
心理学概論※
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
2前
1前
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
1
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
准教授
（平成19年4月）

5日

30 専 准教授
ﾜｶﾊﾞﾔｼ ｺｳｽｹ
若林 宏輔

＜平成28年4月＞

博士
（文学）

リテラシー入門
社会心理学概論
法心理学
心理学研究法Ⅲ
心理学史
プロジェクト研究Ⅰ
プロジェクト研究Ⅱ
基礎実験実習Ⅰ
基礎実験実習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
展開演習Ⅰ
展開演習Ⅱ
専門演習Ⅰ
専門演習Ⅱ
専門演習Ⅲ
専門演習Ⅳ
卒業研究

1前
1後
2後
2後
2後
3前
3後
1後
2前
1前
1後
2前
2後
3前
3後
4前
4後
4通

2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
文学部
准教授
（平成26年4月）

5日

31 兼担 教授
ｱｶｲ ｼｮｳｼﾞ
赤井 正二

＜平成28年4月＞

社会学修士
※

現代人間論 1前 2 1

立命館大学
産業社会学部
教授
（昭和62年4月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現 職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）
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年間
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年齢
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基本給
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学位等
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専任等
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申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

32 兼担 教授
ｱｷﾊﾞ ﾀｹｼ
秋葉 武

＜平成28年4月＞

修士
（経済学）

社会と福祉 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
産業社会学部
教授
（平成13年4月）

33 兼担 教授
ｲｸﾀ ﾏｻﾄ

生田 真人
＜平成28年4月＞

博士
（文学）

エリアスタディ入門 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
文学部
教授
（平成8年4月）

34 兼担 教授
ｲｻｶ ﾀﾀﾞｵ
伊坂 忠夫

＜平成28年4月＞

博士
（工学）

スポーツ方法実習Ⅰ
スポーツ方法実習Ⅱ

1・2・3・4前
1・2・3・4後

1
1

1
1

立命館大学
スポーツ健康科学部
教授
（平成4年4月）

35 兼担 教授
ｲｾ ﾄｼﾋｺ

伊勢 俊彦
＜平成28年4月＞

文学修士※ 論理と思考 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
文学部
教授
（平成元年4月）

36 兼担 教授
ｲﾁｲ ﾖｼﾌｻ
市井 吉興

＜平成28年4月＞

博士
（社会学）

スポーツの歴史と発展 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
産業社会学部
教授
（平成23年4月）

37 兼担 教授
ｳｴﾀﾞ ﾀｶﾋﾛ
上田 高弘

＜平成28年4月＞

芸術学修士
※

美と芸術の論理 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
文学部
教授
（平成10年4月）

38 兼担 教授
ｳｴﾏﾂ ｹﾝｲﾁ
植松 健一

＜平成28年4月＞

修士
（法学）

日本国憲法 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
法学部
教授
（平成24年4月）

39 兼担 教授
ｴﾝﾄﾞｳ ｼｹﾞｷ
遠藤 英樹

＜平成30年4月＞

社会学修士
※

観光学 3・4後 2 1

立命館大学
文学部
教授
（平成26年4月）

40 兼担 教授
ｵｵｻｶ ﾋﾛﾕｷ
大坂 博幸

＜平成28年4月＞

博士
（理学）

数理の世界
情報の数理

1・2・3・4前
1・2・3・4前

2
2

1
1

立命館大学
理工学部
教授
（平成10年4月）

41 兼担 教授
ｵｶﾀﾞ ﾕﾀｶ
岡田 豊

＜平成28年4月＞
工学博士 生命科学（生物と生態系） 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
生命科学部
教授
（昭和57年4月）

42 兼担 教授
ｵﾀﾞｳﾁ ﾀｶｼ
小田内 隆

＜平成28年4月＞
文学修士※ ヨーロッパの歴史 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
文学部
教授
（昭和58年4月）

43 兼担 教授
ｶﾈﾏﾙ ﾕｳｲﾁ
金丸 裕一

＜平成28年4月＞
文学修士※ 戦争の歴史と現在 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
経済学部
教授
（平成7年4月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現 職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）
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単位数

年間
開講数

年齢
月額
基本給
（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等

保有
学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分
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年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

「英語とアメリカ文化」プログラム
異文化理解セミナー(海外留学プログラム）
 
文化･社会調査（海外留学プログラム）
 
日豪関係Ⅰ（海外留学プログラム）
 
日豪関係Ⅱ（海外留学プログラム）
 
日豪関係Ⅲ（海外留学プログラム）
 
日豪関係Ⅳ（海外留学プログラム）

1・2・3後集中
1・2・3・4前･後

　　集中
1・2・3・4前
    集中

1・2・3・4後
    集中

1・2・3・4後
    集中

1・2・3・4後
    集中

1・2・3・4後
    集中

2
2
 
2

5

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

平和学Ⅰ（海外留学プログラム）
平和学Ⅱ（海外留学プログラム）
平和学Ⅲ（海外留学プログラム）
平和学Ⅳ（海外留学プログラム）
平和学Ⅴ（海外留学プログラム）
環境と人間Ⅰ（海外留学プログラム）
環境と人間Ⅱ（海外留学プログラム）
環境と人間Ⅲ（海外留学プログラム）
環境と人間Ⅳ（海外留学プログラム）
環境と人間Ⅴ（海外留学プログラム）
環境と人間Ⅵ（海外留学プログラム）
環境と人間Ⅶ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅠ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅡ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅢ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅣ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅤ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅥ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅦ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅧ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅨ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会AⅩ（海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅠ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅡ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅢ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅣ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅤ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅥ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅦ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅧ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅨ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅩ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅩⅠ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅩⅡ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅩⅢ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅩⅣ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅩⅤ(海外留学プログラム）
言語･文化･社会BⅩⅥ(海外留学プログラム）
海外スタディ
 
海外スタディ

1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3・4後
1・2・3後
1・2・3後
1・2・3後
1・2・3後
1・2・3後
1・2・3後
1・2・3後
1・2・3後
1・2・3後
1・2・3後

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前

1・2・3・4前･後
　　集中

1・2・3・4前･後
    集中

1
1
1
3
5
1
1
1
1
2
3
5
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

45 兼担 教授
ｶﾜｶﾀ ﾋﾛﾉﾘ
川方 裕則

＜平成28年4月＞

博士
（理学）

宇宙科学 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
理工学部
教授
（平成18年4月）

46 兼担 教授
ｷﾐｼﾞﾏ ｱｷﾋｺ
君島 東彦

＜平成28年4月＞
法学修士※

平和学入門
国際平和交流セミナー

1・2・3・4後
1・2・3・4後

2
2

1
1

立命館大学
国際関係学部
教授
（平成16年4月）

47 兼担 教授
ｸﾗﾀ ｱｷﾗ
倉田 玲

＜平成28年4月＞

修士
（法学）

特殊講義（国の行政組織） 1・2前 2 1

立命館大学
法学部
教授
（平成15年4月）

48 兼担 教授
ｻｻﾍﾞ ｱｷﾗ
雀部 晶

＜平成28年4月＞
工学士 科学・技術と社会 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
経営学部
教授
（昭和57年4月）

49 兼担 教授
ｻｯｻ ﾐﾂｱｷ
佐々 充昭

＜平成30年4月＞

博士
（哲学）

宗教と社会 3・4後 2 1

立命館大学
文学部
教授
（平成17年4月）

44 兼担 教授
ｶﾐｺ ﾅｵﾕｷ
神子 直之

＜平成28年4月＞

博士
（工学）

立命館大学
理工学部
教授
（平成19年4月）

9



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現 職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額
基本給
（千円）

総合心理学部総合心理学科

教 員 の 氏 名 等

保有
学位等

担当授業科目の名称
専任等
区分

配当
年次

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

50 兼担 教授
ｼｹﾞﾓﾘ ﾀﾐﾋﾛ
重森 臣広

＜平成28年4月＞
法学修士※ 社会思想史 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
政策科学部
教授
（平成6年4月）

51 兼担 教授
ｼﾏﾀﾞ ﾉﾌﾞﾀｶ
島田 伸敬

＜平成28年4月＞

博士
（工学）

（留）日本の自然・科学技術 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
情報理工学部
教授
（平成16年4月）

52 兼担 教授
ｼﾓｼﾞｮｳ ﾏｻｽﾞﾐ
下條 正純

＜平成28年4月＞

Master of
Arts in

Linguistics
（米国）

日本語Ⅶ（文章表現a）
日本語Ⅶ（文章表現b）
日本語Ⅶ（読解a）
日本語Ⅶ（読解b）
（留）日本語学

1前
1後
1前
1後

1・2・3・4後

1
1
1
1
2

1
1
1
1
1

立命館大学
産業社会学部
教授
（平成23年4月）

53 兼担 教授
ｽｴﾁｶ ｺｳﾀ
末近 浩太

＜平成28年4月＞

博士
（地域研

究）
イスラーム世界の多様性 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
国際関学部
教授
（平成18年4月）

54 兼担 教授
ｿｳ ｽﾞｲﾘﾝ
曹 瑞林

＜平成28年4月＞

博士
（経済学）

国際平和交流セミナー 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
国際教育推進機構
教授
（平成22年4月）

55 兼担 教授
ﾀｷﾓﾄ ｶｽﾞﾅﾘ
瀧本 和成

＜平成28年4月＞
文学修士※ 文学と社会 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
文学部
教授
（平成8年4月）

56 兼担 教授
ﾀﾅｶ ﾂﾄﾑ
田中 力

＜平成28年4月＞
農学修士※ 教養ゼミナール 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
経営学部
教授
（平成2年4月）

57 兼担 教授
ﾁｮﾝ ｱﾖﾝ
鄭 雅英

＜平成28年4月＞

博士
（経済学）

国際平和交流セミナー 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
経営学部
教授
（平成18年4月）

58 兼担 教授
ﾄﾘｲ ﾄﾓｺ

鳥居 朋子
＜平成28年4月＞

博士
（教育学）

現代の教育
ピア･サポート論
特殊講義（総合）

1・2・3・4前
2・3・4後
1・2・3・4

2
2
2

1
1
1

立命館大学
教育開発推進機構
教授
（平成21年4月）

59 兼担 教授
ﾅｶｶﾞﾜ ﾖｳｺ
中川 洋子

＜平成28年4月＞

博士
（マネジメ

ント）

全学インターンシップ
学びとキャリア
仕事とキャリア
コーオプ演習
社会とキャリア

2・3・4後
1・2・3・4前
2・3・4前
3・4後
3・4後

2
2
2
2
2

1
1
1
1
1

立命館大学
共通教育推進機構
教授
（平成25年4月）

60 兼担 教授
ﾅｶﾏ ﾕｳｺ

仲間 裕子
＜平成28年4月＞

博士
（文学）

（留）日本の文化・地理・歴史 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
産業社会学部
教授
（平成6年4月）

61 兼担 教授
ﾅｶﾑﾗ ﾀﾀﾞｼ
中村 正

＜平成30年4月＞

社会学修士
※

総合人間理解特殊講義 3・4後 2 1

立命館大学
産業社会学部
教授
（平成元年4月）

62 兼担 教授
ﾊｯﾄﾘ ﾌﾐｵ
服部 文夫

＜平成28年4月＞

博士
（情報学）

情報技術と社会 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
情報理工学部
教授
（平成16年4月）

63 兼担 教授
ﾊﾔｶﾜ ﾀｶｼ
早川 貴

＜平成28年4月＞

修士
（商学）※

（留）日本の社会・政治
（留）日本の経済・経営

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

立命館大学
政策科学部
教授
（平成23年4月）

64 兼担 教授
ﾊﾗｼﾞﾘ ﾋﾃﾞｷ
原尻 英樹

＜平成28年4月＞

博士
（教育学）

文化人類学入門 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
産業社会学部
教授
（平成19年4月）
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65 兼担 教授
ﾌｸﾏ ﾖｼｱｷ
福間 良明

＜平成28年4月＞

博士
（人間・環

境学）
メディアと現代文化 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
産業社会学部
教授
（平成20年4月）

66 兼担 教授
ﾌｼﾞﾀ ﾄﾓﾋﾛ
藤田 智弘

＜平成28年4月＞

博士
（情報学）

科学的な見方・考え方
現代の科学技術

1・2・3・4前
1・2・3・4後

2
2

1
1

立命館大学
理工学部
教授
（平成13年4月）

67 兼担 教授
ﾎﾘ ﾏｻﾊﾙ
堀 雅晴

＜平成28年4月＞
法学修士※ 現代日本の政治 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
法学部
教授
（平成6年4月）

68 兼担 教授
ﾎﾝﾀﾞ ﾐﾉﾙ
本田 稔

＜平成28年4月＞

博士
（法学）

現代の人権 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
法学部
教授
（平成15年4月）

69 兼担 教授
ﾏﾂﾉ ｼｭｳｼﾞ
松野 周治

＜平成28年4月＞

経済学修士
※

日本の近現代と立命館 1・2後 2 1

立命館大学
経済学部
教授
（昭和61年4月）

70 兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾗ ﾖｳｺ
松原 洋子

＜平成28年4月＞

博士
（学術）

生命科学と倫理 1・2・3・4前 2 1

立命館大学大学院
先端総合学術研究科
教授
（平成14年4月）

71 兼担 教授
ﾐﾅﾐﾉ ﾔｽﾖｼ
南野 泰義

＜平成28年4月＞
法学修士※ 現代の国際関係と日本 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
国際関係学部
教授
（平成6年4月）

72 兼担 教授
ﾑﾗｶﾐ ﾋﾛｼ
村上 弘

＜平成28年4月＞

博士
（法学）

市民と政治 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
法学部
教授
（昭和61年4月）

73 兼担 教授
ﾑﾝ ｷﾞｮﾝｽ
文 京洙

＜平成28年4月＞

博士
（地域政策

学）
東アジアと朝鮮半島 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
国際関係学部
教授
（平成9年4月）

74 兼担 教授
ﾔｸｼｼﾞ ｷﾐｵ

薬師寺 公夫
＜平成28年4月＞

法学修士※ 国際化と法 1・2・3・4後 2 1

立命館大学大学院
法務研究科
教授
（平成23年4月）

75 兼担 教授
ﾔﾏｻﾞｷ ﾕｳｺｳ
山崎 有恒

＜平成28年4月＞
文学修士※

歴史観の形成
新しい日本史像

1・2・3・4前
1・2・3・4前

2
2

1
1

立命館大学
文学部
教授
（平成7年4月）

76 兼担 教授
ﾔﾏｼﾞ ｱｷﾗ
山路 顕

 ＜平成30年4月＞

Master in
Business

Administrat
ion in

Aviation
Manegement
（米国）

コーオプ教育概論 3・4前集中 2 1

立命館大学
共通教育推進機構
教授
（平成25年4月）

兼担 教授
ﾖｼﾀﾞ ｶﾅﾒ
吉田 要

＜平成28年4月＞
工学博士 情報科学 1・2・3・4後 2 1

兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ｶﾅﾒ
吉田 要

＜平成30年4月＞
工学博士 情報科学 1・2・3・4後 2 1

78 兼担 教授
ﾖｼﾀﾞ ﾄﾓﾋｺ
吉田 友彦

＜平成28年4月＞

博士
（工学）

災害と安全 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
政策科学部
教授
（平成20年4月）

77

立命館大学
経営学部
教授
（昭和59年10月）
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79 兼担 准教授
ｲｼｶﾜ(ｺﾀﾞﾏ) ﾘｮｳｺ
石川(児玉)涼子
＜平成28年4月＞

修士
（政治学）

英語UBC・JP作文
カナダ研究（海外留学プログラム）
異文化間コミュニケーション（海外留
学プログラム）
環太平洋研究（海外留学プログラム）

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前

1・2・3・4前

2
4
4

4

1
1
1

1

立命館大学
国際教育推進機構
准教授
（平成25年4月）

80 兼担 准教授
ｲﾉｳｴ ﾐﾂﾕｷ
井上 充幸

＜平成28年4月＞

博士
（文学）

中国の国家と社会 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
文学部
准教授
（平成23年4月）

81 兼担 准教授
ｵｶﾞﾜ(ﾀｲﾗ) ﾏﾅｺ
小川(平)真和子
＜平成28年4月＞

Ph.D.in
American
Studies
（米国）

アメリカの歴史 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
文学部
准教授
（平成24年4月）

82 兼担 准教授
ｵﾀﾞ ﾐｻｺ

小田 美佐子
＜平成28年4月＞

博士
（法学）

現代社会と法 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
法学部
准教授
（平成16年4月）

83 兼担 准教授
ｶﾒｲ ﾀﾞｲｽｹ
亀井 大輔

＜平成28年4月＞

博士
（文学）

人間性と倫理 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
文学部
准教授
（平成22年4月）

84 兼担 准教授
ｶﾜﾅﾍﾞ ﾀｶｼ

川那部 隆司
＜平成28年4月＞

博士
（文学）

特殊講義（大学アスリート）アスリー
トのためのアカデミック・スキルズ

1前 2 1

立命館大学
教育開発推進機構
准教授
（平成25年4月）

85 兼担 准教授
ｸｵﾝ ﾊｸｼﾞｭﾝ
権 学俊

＜平成28年4月＞

博士
（学術）

スポーツと現代社会 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
産業社会学部
准教授
（平成20年4月）

86 兼担 准教授
ｸﾜﾅ(ﾐﾔｼﾀ) ﾒｸﾞﾐ
桑名(宮下)恵

＜平成28年4月＞

博士
（人間科

学）

地域参加学習入門
シチズンシップ･スタディーズⅠ
シチズンシップ･スタディーズⅡ
現代社会のフィールドワーク
ソーシャル･コラボレーション演習

1・2・3・4前
1・2・3・4通
2・3・4前

1・2・3・4後
2・3・4後

2
2
2
2
2

1
1
1
1
1

立命館大学
共通教育推進機構
准教授
（平成25年4月）

87 兼担 准教授
  ｺﾞﾄｳ ｶｽﾞｼｹﾞ

後藤 一成
＜平成28年4月＞

博士
（体育科

学）
スポーツのサイエンス 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
スポーツ健康科学部
准教授
（平成22年4月）

88 兼担 准教授
ｼﾊﾞﾀ ﾊﾙｶ
柴田 悠

＜平成28年4月＞

博士
（人間・環

境学）
社会学入門 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
産業社会学部
准教授
（平成26年4月）

89 兼担 准教授
ｽｷﾞﾓﾄ ﾂﾕﾉﾘ
杉本 通百則

＜平成28年4月＞

博士
（商学）

現代環境論 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
産業社会学部
准教授
（平成19年4月）

90 兼担 准教授
ｽｽﾞｷ ﾀｶﾐ
鈴木 岳海

＜平成28年4月＞

博士
（社会学）

映像と表現 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
映像学部
准教授
（平成19年4月）

91 兼担 准教授
ﾅｶﾞﾊﾏ ｱｷｺ
永浜 明子

＜平成28年4月＞

修士
（健康科
学）※

現代人とヘルスケア 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
スポーツ健康科学部
准教授
（平成25年4月）
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92 兼担 准教授
ﾊｶﾞｲ ｻｵﾘ
羽谷 沙織

＜平成28年4月＞

修士
（教育学）

※

Cross-cultural Encounters
Basic Communication Skills
Advanced Seminar
Basic Academic Skills
Intermediate Academic Skills
Intermediate Seminar

1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前
1・2・3・4前

2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

立命館大学
国際教育推進機構
准教授
（平成22年1月）

93 兼担 准教授
ﾊﾔｼ ﾖｼﾉﾘ
林 芳紀

＜平成28年4月＞

博士
（文学）

科学技術と倫理 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
文学部
准教授
（平成24年4月）

94 兼担 准教授
ﾌｼﾞﾜﾗ ﾁｴﾐ

藤原 智栄美
＜平成28年4月＞

博士
（言語文化

学）

日本語Ⅶ（聴解口頭a）
日本語Ⅶ（聴解口頭b）
日本語Ⅷ（アカデミック日本語a）
日本語Ⅷ（アカデミック日本語b）
日本語Ⅷ（キャリア日本語a）
日本語Ⅷ（キャリア日本語b）
異文化間テーマ演習

1前
1後
2前
2後
2前
2後

1・2・3・4前

1
1
1
1
1
1
2

1
1
1
1
1
1
1

立命館大学
政策科学部
准教授
（平成26年4月）

95 兼担 准教授
ﾏﾙﾔﾏ ｻﾄﾐ
丸山 里美

＜平成28年4月＞

博士
（文学）

ジェンダー論 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
産業社会学部
准教授
（平成22年4月）

96 兼担 准教授
ﾑﾗｶﾐ ｺﾞｳ
村上 剛

＜平成28年4月＞

博士
（政治科

学）
（カナダ）

Theme Study 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
法学部
准教授
（平成26年4月）

97 兼担 准教授
ﾔﾏｻﾞｷ ﾌﾐﾉﾘ
山崎 文徳

＜平成28年4月＞

博士
（商学）

科学と技術の歴史 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
経営学部
准教授
（平成24年4月）

98 兼担 講師
ﾀﾏｲ ﾏｻﾄ

玉井 雅人
＜平成28年4月＞

博士
（理学）

地球科学 1・2・3・4後 2 1

立命館大学
理工学部
講師
（平成22年4月）

99 兼担 助教
ﾋｶﾞｷ ｼｮｳｺﾞ
檜垣 彰吾

＜平成28年4月＞

博士
（獣医学）

生命科学（分子と生命） 1・2・3・4前 2 1

立命館大学
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ機構
助教
（平成25年10月）

100 兼任 講師
ｳﾗ ﾐﾂﾋﾛ
浦 光博

＜平成30年9月＞

博士
（社会学）

社会・共生特殊講義 3・4後 2 1

追手門学院大学
心理学部
教授
（平成25年10月）

101 兼任 講師
ｷﾄﾞ ｱﾔｴ

木戸 彩恵
＜平成29年9月＞

博士
（教育学）

衣食美心理学 2後 2 1

立命館大学
立命館ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝ研究機構
専門研究員
（平成25年4月）

102 兼任 講師
ﾏﾂﾀﾞ ﾋﾛｺ
松田 博子

＜平成30年9月＞

修士
（人間科

学）
色彩論 3後 2 1

カラーコンサルタン
トスタジオ
主宰
（平成2年3月）

103 兼任 講師
ﾏﾂｻﾞﾜ ﾃﾂﾛｳ
松沢 哲郎

＜平成29年9月＞
理学博士 進化心理学 2後集中 2 1

京都大学
霊長類研究所
教授
(昭和51年12月）

 可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３ 「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１ 教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２ 私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 ３人 ７人 ５人 ３人 人 １８人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 ６人 ５人 人 人 人 人 １１人

修 士 人 人 人 １人 人 人 人 １人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 ６人 ８人 ７人 ５人 ３人 人 ２９人

修 士 人 人 人 １人 人 人 人 １人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

1



（総合心理学部総合心理学科）

フリガナ

氏　名

＜就任（予定）年月＞

5 専 教授
ｻｲﾄｳ ｾｲｼﾞ
齋藤 清二

＜平成28年4月＞

立命館大学特別招聘教員規程
大学協議会（平成26年10月10日）にて承認

6 専
教授
(学部
長)

ｻﾄｳ ﾀｶｵ
佐藤 隆夫

＜平成28年4月＞

総合心理学部設置に伴い、定年の特例措置が必要となる
大学教員の処遇について
常任理事会（平成26年7月2日）にて承認

16 専 教授
ﾓﾘｵｶ ﾏｻﾖｼ
森岡 正芳

＜平成28年4月＞

総合心理学部設置に伴い、定年の特例措置が必要となる
大学教員の処遇について
常任理事会（平成26年7月2日）にて承認

31 兼担 教授
ｱｶｲ ｼｮｳｼﾞ
赤井 正二

＜平成28年4月＞
立命館大学特別任用教員規程

33 兼担 教授
ｲｸﾀ ﾏｻﾄ

生田 真人
＜平成28年4月＞

立命館大学特別任用教員規程

42 兼担 教授
ｵﾀﾞｳﾁ ﾀｶｼ
小田内 隆

＜平成28年4月＞
立命館大学特別任用教員規程

48 兼担 教授
ｻｻﾍﾞ ｱｷﾗ
雀部 晶

＜平成28年4月＞
立命館大学特別任用教員規程

60 兼担 教授
ﾅｶﾏ ﾕｳｺ

仲間 裕子
＜平成28年4月＞

立命館大学特別任用教員規程

62 兼担 教授
ﾊｯﾄﾘ ﾌﾐｵ
服部 文夫

＜平成28年4月＞
立命館大学特別任用教員規程

69 兼担 教授
ﾏﾂﾉ ｼｭｳｼﾞ
松野 周治

＜平成28年4月＞
立命館大学特別任用教員規程

73 兼担 教授
ﾑﾝ ｷﾞｮﾝｽ
文 京洙

＜平成28年4月＞
立命館大学特別任用教員規程

74 兼担 教授
ﾔｸｼｼﾞ ｷﾐｵ

薬師寺 公夫
＜平成28年4月＞

立命館大学特別任用教員規程

76 兼担 教授
ﾔﾏｼﾞ ｱｷﾗ
山路 顕

 ＜平成30年4月＞
立命館大学特別任用教員規程

兼担 教授
ﾖｼﾀﾞ ｶﾅﾒ
吉田 要

＜平成28年4月＞
立命館大学特別任用教員規程

兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ｶﾅﾒ
吉田 要

＜平成30年4月＞

立命館大学非常勤講師就業規則
立命館大学非常勤講師給与規程

採　用　根　拠　等
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